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ジュニア・パスポート

インクで
よごさないように

さわらない 走らない さわがない エンピツを使おう

作
さく
品
ひん
を

たいせつに
ぶつかると
きけん

お話は
小さなこえで

展示室でのマナー
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フランスのパリに生まれたクロード・モネ
（1840-1926）は、43歳

さい

から亡
な

くなるまで、
パリから列車で１時間ほどの小さな村、ジヴェ
ルニーで暮

く

らしました。モネは自ら木
き

々
ぎ

や草
花を選び、家族や庭

にわ

師
し

とともに20年あまり
の時間をかけて「花の庭」と「水の庭」を作
りました。そしてモネは季節や天候、時間を
変えてくり返しその庭を描

えが

き続けたのです。

展
てん

覧
らん

会
かい

では、ジヴェルニーで描かれた睡
すい

蓮
れん

の連
れん

作
さく

や大画面の作品も見ることができます。
モネの庭を訪

おとず

れるように、展
てん

示
じ

室
しつ

へ行って
みましょう。

ジヴェルニーの近くのセーヌ河
がわ

を描
えが

いた作
品です。ジヴェルニーは霧

きり

の出やすい土地で、
モネは毎朝３時半に起きて、早朝の光や霧
など大気の変化を描きました。実

じっ

際
さい

の景色が
水面に鏡

かがみ

のように映
うつ

りこんでいます。

《ジヴェルニー近くのセーヌ河
がわ

支
し

流
りゅう

、日の出》1897年　マルモッタン・モネ美術館、パリ
（エフリュシ・ド・ロチルド邸、サン＝ジャン＝キャップ＝フェラより寄託）
© musée Marmottan Monet / Studio Christian Baraja SLB
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パリ

ジヴェルニー
セーヌ河



モネの庭には、睡
すい

蓮
れん

やアイリス、アガパンサス、キスゲ、藤
ふじ

といった、たくさんの植物がありました。
モネが庭を散

さん

策
さく

したように、展
てん

示
じ

室
しつ

をゆっくり歩いてみましょう。

気になる作品を見つけたら、遠くから全体をながめたり、
近くによって細かいところまで観察したりしてみましょう。

《
藤 ふ
じ
》（
部
分
）1919-1920年頃　マルモッタン・モネ美術館、パリ　© musée M

ar
m

ot
ta

n 
M

on
et

《
キ
ス
ゲ
》（
部
分
）1914-1917年頃

マルモッタン・モネ美術館、
パリ
　© musée M

ar
m

ot
ta

n 
M

on
et

《
睡 すい
蓮 れん
、夕 ゆう
暮 ぐ
れ

の
効
こう

果か》（部分）1897年　マルモッタン・モネ美術館、パリ　
© musée Marmottan Monet / S

tudio 
Chr

ist
ia

n 
Ba

ra
ja

 S
LB

《
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
》（
部
分
）1914-1917年頃　マルモ

ッタ
ン・

モ
ネ
美
術
館
、パ
リ
　

©
 m

us
ée

 M
ar

m
ot

ta
n 

M
on

et

さがしてみよう！



想
そう

像
ぞう

してみよう！ 光はどこから？季節 天候
時間

《日本の橋》1918年　マルモッタン・モネ美術館、パリ　© musée Marmottan Monet

日
本
の
橋

《ばらの庭から見た家》1922-1924年頃　マルモッタン・モネ美術館、パリ 
© musée Marmottan Monet

モ
ネ
の
家

《ばらの小道、ジヴェルニー》1920-1922年頃　マルモッタン・モネ美術館、パリ
© musée Marmottan Monet / Studio Christian Baraja SLB

ば
ら
の
小
道



《枝
し

垂
だ

れ柳
やなぎ

と睡
すい

蓮
れん

の池》1916-1919年頃　マルモッタン・モネ美術館、パリ　© musée Marmottan Monet

モネはどんな気持ちで描
えが

いたのだろう？

細い線、太い線、強い線、かすれた線……。
気になる筆あとを真

ま

似
ね

してみましょう。

晩
ばん

年
ねん

のモネは、熱心にたくさんの作品を描
えが

きながらも、家族との別れ
や目の病気、第

だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

といった出
で

来
き

事
ごと

にも向き合っていました。

この頃
ころ

、モネは睡
すい

蓮
れん

の池のまわりにある枝
し

垂
だ

れ柳
やなぎ

を主役に描くよ
うになります。枝垂れ柳は涙

なみだ

を流すような姿
すがた

に見えることから、人々
の悲しみを象

しょう

徴
ちょう

するものでもあったのです。

筆あとに注目してみよう！



モネの庭
「花の庭」と「水の庭」

モネの家

2番目の
アトリエ

花の庭

水の庭

ばらの小道

日本の橋
枝
し

垂
だ

れ柳
やなぎ

川から水を引いて作られた

睡
すい

蓮
れん

の池
モネは日本から取りよせた

睡蓮の花が咲
さ

くのを、

亡
な

くなる直前まで気にかけていました。

1番目の
アトリエ

3番目のアトリエ
大きな睡

すい

蓮
れん

の絵は、

この一番大きなアトリエで描
えが

かれました。



1883年

（43歳
さい

）
● ジヴェルニーに住む

● 86歳で亡くなる

1926年1890年

● 家を購
こう

入
にゅう

し、
 庭の計画をはじめる

1893年
● 「水の庭」に
 取りかかる

1895年

● 日本の橋（太
たい

鼓
こ

橋
ばし

）
 完成！

1897年

 ＊     〈睡蓮〉を
　描

えが

きはじめる

1908年頃

● 目の不調に

 気づく

1909年

 ＊     〈睡蓮〉連作の
　個

こ

展
てん

を開
かい

催
さい

1911年

● 妻
つま

が亡
な

くなる

 ＊ 半年ほど描くことが
 できなくなる

1912年

（72歳）
● 白

はく

内
ない

障
しょう

と診
しん

断
だん

1914年

● 長男が亡くなる

 ＊ 制
せい

作
さく

再
さい

開
かい

 ＊ 大
だい

装
そう

飾
しょく

画
が

に取り組み、

 生
しょう

涯
がい

描き続ける

1923年

● 手術で視
し

力
りょく

がやや回
かい

復
ふく






